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岩
見
沢
駐
屯
地
（前
司
令
・
梅
木
１
佐
）は
平
成
30
年
７
月
21
日
（土
）、
岩
見
沢
駐
屯

地
創
立
65
周
年
及
び
第
12
施
設
群
創
隊
43
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し
た
。 

 

式
典
に
先
立
ち
、
長
年
に
わ
た
り
駐
屯
地
に
対
し
て
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
協
力
諸
団
体
の
方
々
に
、
駐
屯
地
司
令
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。 

 

式
典
に
は
、
松
野
哲
岩
見
沢
市
長
、
稲
津
久
衆
議
院
議
員
、
渡
辺
孝
一
衆
議
院
議
員
、 

神
谷
裕
衆
議
院
議
員
を
始
め
、
多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
。
司
令
は
、
式

辞
の
中
で
「今
後
と
も
駐
屯
地
・部
隊
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
、
信
頼
さ
れ
る
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
の
強
靭
な
戦
力
で
あ
り
続
け
る
べ
く
、
日
々
努

力
し
て
参
り
ま
す
。
」と
述
べ
た
。  

 

今
年
は
、
観
閲
式
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
、
格
闘
展
示
、
装
備
品
展
示
、
90
式
戦

車
・
96
式
装
輪
装
甲
車
・
高
機
動
車
の
体
験
試
乗
、
第
11
音
楽
隊
と
岩
見
沢
西
高
校
に

よ
る
合
同
演
奏
、
滝
川
駐
屯
地
し
ぶ
き
太
鼓
及
び
栗
沢
太
鼓
に
よ
る
演
奏
、
子
供
広

場
、
駐
屯
地
美
術
展
の
ほ
か
、
11
の
近
隣
業
者
が
模
擬
売
店
を
出
店
し
た
。
ま
た
、
北

栄
物
産
㈱
か
ら
食
材
の
提
供
を
い
た
だ
き
、
野
外
炊
具
に
て
調
理
し
た
カ
レ
ー
の
無
料

試
食
を
曹
友
会
が
実
施
し
好
評
を
得
た
。 

 

こ
の
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
日
中
は
気
温
も
上
昇
し
た
が
、
終
日
大
勢
の
親
子
連
れ
が

詰
め
か
け
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
順
番
待
ち
の
列
が
で
き
て
い
た
。
１
，
５
０
０
名
以
上
も

の
来
隊
者
に
足
を
運
ん
で
頂
き
、
来
隊
者
か
ら
は
「
式
典
や
観
閲
行
進
に
参
加
し
て
い

る
隊
員
さ
ん
が
と
て
も
凛
々
し
く
、
逞
し
く
感
じ
た
。
」「
施
設
科
な
ら
で
は
の
訓
練
展

示
が
新
鮮
だ
っ
た
。
」
「
カ
レ
ー
が
と
て
も
美
味
し
く
、
ま
た
食
べ
た
い
。
」
「
隊
員
の
皆
様

が
親
切
に
対
応
し
て
く
れ
た
。
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
大
盛
況
の
記
念
行
事
を
通
じ
て

地
域
住
民
と
の
一
体
化
と
信
頼
感
を
醸
成
し
た
。 

 

自
衛
官
募
集
相
談
員
「睦
会
」 

 
 

 
 

清 

水 

和 

雄 

氏 

長年にわたるご尽力、 
       誠にありがとうございます。 

前
駐
屯
地
司
令 

岩
見
沢
駐
屯
地
友
の
会
会
長 

 
 

 
 

松 

浦 

淳 

一 

氏 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部
事
務
局
長 

 
 

 
 

 
 

村 

形 

利 

昭 

氏 

三
笠
市
自
衛
隊
協
力
会
地
区
監
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

谷 

内 

純 

哉 

氏 

北
栄
物
産
株
式
会
社 

自
衛
隊
家
族
会
岩
見
沢
支
部
理
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

霧 

下 

隆 

徳 

氏 

代
理 

支
部
長  

田 

中 
 

均 

氏 



９０式戦車体験試乗 

第１１音楽隊と岩見沢西高校による 
合同演奏 

記念会食 

子供広場 模擬売店地域 

観閲行進 多数のご来賓の方々にご臨席をいただいた。 

格闘展示 訓練展示 

高機動車体験試乗 ９６式装輪装甲車体験試乗 

駐屯地美術展 

装備品展示 

オリジナルカレーの無料試食 

上:栗沢太鼓 下:滝川しぶき太鼓による演奏 



      プロフィール 
 

昭和４７年生 山口県出身 防大３９期 
 

      ＜主要部隊歴＞ 
 

幹部候補生学校 
第５施設大隊 
第１２次ゴラン高原派遣輸送隊 
第５施設大隊中隊長 
施設学校教育部 
指揮幕僚課程学生 
防衛大学校訓練部次席指導教官 
陸上幕僚監部教育訓練部教育訓練計画課 
陸上幕僚監部人事部人事計画課 
第９施設大隊長兼第９師団司令部施設課長 
幹部高級課程学生 
統合高級課程学生 
統合幕僚学校教育課 
陸上幕僚監部防衛部施設課建設班長 
現職 
 

 

平
成
30
年
７
月
31
日
（火
）、
岩
見

沢
駐
屯
地
に
お
い
て
第
22
代
第
12

施
設
群
長
兼
ね
て
岩
見
沢
駐
屯
地

司
令 

梅
木
正
造
１
佐
の
離
任
式

を
第
３
施
設
団
長 

遠
藤
充
将
補

の
立
ち
会
い
の
も
と
挙
行
し
た
。 

 

梅
木
１
佐
は
、
平
成
28
年
12
月
に

着
任
し
、
１
年
８
ヶ
月
に
わ
た
り
透

徹
し
た
使
命
感
と
卓
越
し
た
統
率

力
に
よ
り
群
を
練
成
し
、
こ
の
間
、

統
率
方
針
と
し
て
「
事
態
即
応 

任

務
完
遂
」
を
掲
げ
「
使
命
の
自
覚 

目
標
の
確
立 

着
実
な
実
行
」
を
要

望
事
項
と
し
て
、
熱
意
と
創
意
を

も
っ
て
隊
務
を
運
営
し
た
。
特
に
、

平
成
28
年
度
末
の
群
の
改
編
に
お

い
て
は
、
縮
小
統
合
し
機
能
別
化
す

る
中
隊
の
早
期
戦
力
化
及
び
担
任

隊
区
へ
の
対
応
に
万
全
を
期
す
等
、

万
難
を
排
し
整
斉
円
滑
に
改
編
事

業
を
完
整
さ
せ
た
。 

 

ま
た
駐
屯
地
司
令
と
し
て
地
元

協
力
団
体
と
更
な
る
連
携
を
図
り
、

信
頼
さ
れ
る
地
域
社
会
の
一
員
と

な
る
べ
く
市
内
で
開
催
さ
れ
る
各

種
部
外
行
事
を
積
極
的
に
支
援
し
、

地
域
に
根
差
し
た
駐
屯
地
と
し
て

信
頼
感
の
醸
成
に
貢
献
し
た
。 

 

梅
木
１
佐
は
駐
屯
地
隊
員
に
見

送
ら
れ
、
最
先
任
上
級
曹
長
（吉
田

准
尉
）
の
発
声
に
よ
る
万
歳
三
唱
を

受
け
、
多
く
の
思
い
出
と
と
も
に
新

任
地
で
あ
る
陸
上
総
隊
司
令
部

（
朝
霞
駐
屯
地
）
へ
向
け
駐
屯
地
を

後
に
し
た
。 

 

こ
の
度
、
第
23
代
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て
岩
見
沢
駐
屯
地

司
令
に
着
任
し
た
末
継
１
佐
で
す
。 

 

歴
史
と
伝
統
あ
る
第
12
施
設
群
そ
し
て
岩
見
沢
駐
屯
地
の

一
員
と
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
感
じ
ま
た
、

そ
の
重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。 

 

私
は
群
長
と
し
て
、
統
率
方
針
を
「
バ
ラ
ン
ス
」
、
要
望
事
項

を
「
任
務
・
目
的
の
意
識
」
、
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
練
度
の
保
持
」

及
び
「
健
全
な
心
、
身
体
、
家
族
」
と
し
、
そ
の
職
務
に
全
力
で

取
り
組
み
、
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
す
。 

 

わ
が
国
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

大
規
模
な
自
然
災
害
も
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
国
家
そ
し
て

国
民
、
道
民
、
市
民
の
皆
様
の
陸
上
自
衛
隊
に
対
す
る
期
待

は
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
陸
上
自
衛
隊
が

国
家
・
国
民
の
負
託
に
応
え
る
「
強
靭
な
陸
上
自
衛
隊
」
で
あ

る
た
め
に
は
、
我
々
部
隊
が
与
え
ら
れ
た
任
務
に
即
応
し
達

成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
部
隊
と
し
て
如
何
な
る
任
務
を

付
与
さ
れ
て
も
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
組
織
・個
人
と

し
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
練
度
を
保
持
し
、
ま
た
保
持
し
た
練
度

を
い
ざ
と
い
う
と
き
に
発
揮
で
き
る
た
め
、
組
織
と
し
て
即
応

性
を
保
持
し
、
個
人
と
し
て
仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
適
切

に
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
第
12
施
設
群

長
と
し
て
、
「
バ
ラ
ン
ス
」
を
統
率
方
針
と
し
、
群
が
国
家
そ
し

て
国
民
、
道
民
、
市
民
の
皆
様
の
付
託
に
応
え
る
強
靭
な
部

隊
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。 

着
任
挨
拶 

 

次
に
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令
と
し
て
、
「地
域
と

の
共
存
」
、
「
駐
屯
地
機
能
の
継
続
的
発
揮
」
及

び
「
歴
史
の
継
承
」
の
３
点
を
要
望
し
て
い
ま
す
。 

 

陸
上
自
衛
隊
の
活
動
の
場
は
日
本
国
内
で
あ

り
、
活
動
の
拠
点
は
駐
屯
地
で
す
。
部
隊
が
活

動
す
る
と
き
は
、
周
辺
住
民
の
皆
様
や
自
治
体

の
ご
協
力
や
ご
支
援
が
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
駐
屯
地
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

信
頼
さ
れ
、
共
存
で
き
る
よ
う
、
地
域
に
対
す

る
出
来
る
限
り
の
協
力
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

駐
屯
地
所
属
全
隊
員
が
、
日
々
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
岩
見
沢
駐

屯
地
を
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



 

岩
見
沢
支
部
は
８
月
19
日
（
日
）
、
札
幌
市
豊
平
川
河
川
敷
で
行

わ
れ
た
札
幌
地
方
隊
友
会
主
催
の
支
部
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
へ

５
名
（
阿
部
氏
・
天
野
氏
・川
口
氏
・坂
田
氏
・村
形
氏
）を
も
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天
候
は
雨
で
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
で
の
プ
レ
ー
で
し
た
が
、
札
幌
地
方
隊
友
会
参
加
17
支
部
１
１
９

名
全
員
が
雨
に
も
負
け
す
実
力
を
出
し
尽
く
す
好
プ
レ
ー
を
見
せ

て
お
り
ま
し
た
。 

 

岩
見
沢
支
部
は
惜
し
く
も
団
体
の
部
６
位
で
入
賞
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
坂
田
茂
俊
氏
（76
歳
）は
個
人
順
位
９
位

の
成
績
で
健
闘
す
る
と
と
も
に
、
天
野
憲
一
氏
（
68
歳
）
は
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
（
５
名
）
を
出
し
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部
参
加

者
５
名
は
悔
い
の
な
い
好
プ
レ
ー
で
本
大
会
に
臨
ん
で
き
ま
し
た
。 

  
 

隊 友 会 だ よ り 

 

岩
見
沢
神
社
内
の
慰
霊
碑
の 

参
拝
・
清
掃
を
実
施 

 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
初
秋
の
暖
か
さ
の
あ
る
９
月
２
日(

日)

、

岩
見
沢
神
社
境
内
に
て
祀
ら
れ
て
い
る
旧
日
本
海
軍
の
鎮
魂
の
碑

「錨
」へ
の
参
拝
と
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
鎮
魂
の
碑
「
錨
」へ
の
参
拝
等
は
、
岩
見
沢
出
身
海
上
自
衛
隊
Ｏ

Ｂ
の
団
体
で
あ
る
「
岩
見
沢
海
友
会
」
が
平
成
３
年
か
ら
毎
年
参

拝
・
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
化
な
ど
で
活
動
で
き
な
い

為
、
支
部
が
３
年
前
よ
り
代
行
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
碑
の

も 

平
成
30
年
度
支
部
親
睦 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催 

平
成
30
年
度
札
幌
地
方
隊
友
会 

支
部
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
へ
参
加 

ホールインワンを出した天野氏 

 
隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
７
月
29
日
（
日
）
盛
夏
の
暑
さ
の
中
、

北
村
森
林
公
園
に
て
現
職
隊
員
を
含
め
た
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
19
名
、
現
職
か
ら
は
駐
屯
地
業
務
隊

長
以
下
10
名
の
参
加
を
も
っ
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
懇
親
会
を
盛
大

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
は
猛
暑
の
中
で
全
員
が
汗
ま
み
れ
に
な
り
な

が
ら
プ
レ
ー
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
優
勝
者
は
坂
田
氏

（
76
歳
）
、
準
優
勝
は
昨
年
優
勝
の
細
川
氏
（
80
歳
）
、
３
位
は
阿

部
氏
（
69
歳
）
で
し
た
。
現
職
の
方
々
は
遠
慮
し
た
の
か
上
位
得

点 点
者
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

ゴ
ル
フ
終
了

後
は
温
泉
で
汗

と
疲
れ
を
流
し
、

後
段
行
事
で

あ
る
懇
親
会
で

は
藤
原
支
部

長
の
開
会
と
平

素
の
慰
労
の
言

葉
の
後
に
上
田

業
務
隊
長
の
祝

杯
の
挨
拶
を
頂

き
開
演
と
な

り
ま
し
た
。 

 

今
回
現
職
の

方
々
か
ら
は
業

務
多
忙
の
中
、

業
務
隊
長
・
１

科

長

・
中

隊

長
・
先
任
の
参

加
を
頂
き
支

部
行
事
を
盛

り
上
げ
て
頂
き

ま
し
た
。 

「錨
」は
旧
海
軍
軍
艦
の
錨
で
海
自
大
湊
基
地
に
保
存
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、
海
友
会
の
記
念
事
業
と
し
て
平
成
３
年
８

月
に
当
神
社
の
鎮
魂
の
碑
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
錨
の
清
掃
・
参
拝
の
後
に
は
隣
接
し
て
建
立
さ
れ
て

い
る
「
忠
魂
碑
」
（
日
露
戦
争
時
に
お
け
る
英
霊
を
顕
彰
し

て
い
る
碑
）
に
つ
い
て
も
参
拝
・
清
掃
を
実
施
し
て
、
神
社
内

慰
霊
碑
へ
の
奉
仕
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
藤
原
支
部
長
、
長
堀
副
支
部
長
、
村
形
事
務

局
長
、
石
川
庶
務
理
事
及
び
石
川
庶
務
理
事
夫
人
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
）の
５
名
を
も
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。
活
動
し

た
時
間
は
約
１
時
間
半
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が

汗
を
流
し
つ
つ
、
２
つ
の
碑
へ
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

ＮＮＣ 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や広報紙、部隊の訓練やイベント情
報などを随時更新しています！ 

ぜひ、ご覧ください！ 

岩見沢駐屯地 検索 

ジブラルタ生命保険株式会社 
札幌東支社 札幌第一営業所 

猪 原 郁 子 

ライフプランコンサルタント 
真駒内駐屯地担当 

 
〒０６０－０００１ 
北海道札幌市中央区北１条西４丁目２－２札幌ノースプラザ１０Ｆ 
ＴＥＬ：０１１－２１３－１２３２  
ＦＡＸ：０１１－２１０－２１１５ 
コールセンター ０１２０－３７－２２６９ 
 

松 浦  淳 一 



異 

動 

人  事  往  来 
★
転 

出
★ 

  

【
第
12
施
設
群
】 

本
部
管
理
中
隊 

 

曹
長 

佐
伯 

洋
一 

（
北
方
総
監
部
付
隊
・
札
幌
） 

 

曹
長 

敦
賀 

隼
人 

（
東
方
総
監
部
付
隊
・
朝
霞
） 

 

第
４
０
０
施
設
中
隊 

 

２
曹 

不
藤 

孝
一 

（
14
施
群
・
釧
路
） 
 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

２
尉 

大
久
保 

秀
明
（
１
０
２
全
支
大
・
真
駒
内
） 

 

１
曹 

鳴
海 

 

修 

（
北
処
苗
支
・
苗
穂
） 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

曹
長 

石
川 

陽
一 

（
７
特
連
・
東
千
歳
） 

 

２
曹 

手
代
森 

進 

（
28
普
連
・
函
館
） 

 

２
曹 

三
浦 

修 
 

（
北
処
・
島
松
） 

 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

曹
長 

桐
山 

さ
と
み
（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

 

２
曹 

石
田 

吉
成 

（
３
１
４
基
通
中
・
丘
珠
） 

 
 

【
第
３
４
５
会
計
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

准
尉 

早
渕 

隆
之 

（
３
４
２
会
計
隊
・
東
千
歳
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

（
以
上
、
８
月
１
日
付
） 

★
転 

入
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

本
部
管
理
中
隊 

 

３
曹 

近
藤 

潤
一 

（
３
施
団
付
隊
・
南
恵
庭
） 

 

３
曹 

梶
田 

将
司 

（
４
高
特
群
・
名
寄
） 

 

第
３
９
９
施
設
中
隊 

 

１
曹 

杉
浦 

広
行 

（
１
０
５
施
器
隊
・
南
恵
庭
） 

 

第
３
０
２
坑
道
中
隊 

 

２
曹 

金
山 

豊 
 

（
14
施
群
・
釧
路
） 

 
【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 
２
尉 

山
本 

哲
也 

（
３
０
７
ダ
車
中
・
大
久
保
） 

 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

１
曹 

倉
内 

美
喜 

（
３
４
５
会
計
隊
・
美
唄
） 

 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

１
曹 

柳
瀬 

博
一 
（
３
１
４
基
通
中
・
滝
川
） 

 

士
長 

高
木 

啓
登 
（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
（
以
上
、
８
月
１
日
付
） 

 

 

永
年
の
勤
務 

 
 

 
 

 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

定 

年 

退 

官 

第
12
施
設
群
本
部
管
理
中
隊 

  

曹
長 

山
上 

竜
一 

  
 

 
 

 

（
８
月
14
日
付
） 

平成３０年北海道胆振東部地震災害派遣 
 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
末
継
１
佐
）は
、
平
成
30
年
９
月
６
日
（
木
）
に
発
生
し
た
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
伴
い
、
勇
払
郡
厚
真
町
に
お
い
て
災
害
派
遣
活
動

を
実
施
し
た
。 

 

地
震
発
生
後
、
駐
屯
地
は
直
ち
に
岩
見
沢
市
、
三
笠
市
及
び
空
知
総
合
振
興
局
に

連
絡
幹
部
を
派
遣
し
、
空
知
管
内
の
被
害
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
第
12
施
設

群
及
び
第
１
０
１
施
設
直
接
支
援
大
隊
第
２
直
接
支
援
中
隊
、
第
１
２
０
地
区
警
務
隊

岩
見
沢
連
絡
班
は
、
速
や
か
に
派
遣
部
隊
を
編
成
、
第
４
０
０
施
設
中
隊
長
（
小
林
１

尉
）以
下
１
個
中
隊
基
幹
を
も
っ
て
同
日
１
０
３
０
被
害
の
大
き
か
っ
た
厚
真
町
に
前
進

し
、
昼
夜
問
わ
ず
人
命
救
助
活
動
に
あ
た
り
、
10
日
未
明
に
は
厚
真
町
幌
内
地
区
に

お
け
る
最
後
の
安
否
不
明
者
発
見
に
貢
献
し
た
。
引
き
続
き
18
日
（火
）
ま
で
の
間
、
土

砂
崩
れ
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
厚
真
町
で
道
路
啓
開
・
水
路
浚
渫
等
の
復
旧
活
動
に
あ

た
っ
た
。 

安否不明者の捜索(８日 吉野地区) 

被災地に向け前進(６日 駐屯地) 

安否不明者の捜索(９日 幌内地区) 

偵察バイクの野整備 
(１２日 厚真高校) 

道路啓開(１５日 シュルク沢線) 

防衛大臣現地視察(１８日 厚真町役場) 

３０２坑中 井上１曹 

小野寺防衛大臣 

３
９
８
施
中 

川
戸
３
曹 

長
女 

涼
紗
（す
ず
さ
）ち
ゃ
ん 

Ｈ
30
．
７
．
31
生 

３
９
８
施
中 

佐
々
木
２
曹 

長
男 

飛
和
（と
わ
）く
ん 

Ｈ
30
．
８
．
７
生 

施設偵察(１１日 幌内地区) 




